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自己紹介
壬生 優子 （みぶ ゆうこ）

• 2013年に移住、弓削在住

• 弁理士、農家、
• 毎年弓削小1年生がヤギと鶏たちに会いに来てくれます

• 弓削商船高専の非常勤講師で5年間法学 (憲法・民法他)

• ローカルデモクラシー研究所 https://localdem.comで学校
統廃合関連の情報発信中

https://localdem.com/


考える会発行「上島町保育所・学校再編たより」第6号発行 知らせる
考える会が、議長宛てに「審議会の開催を求める」請願提出 意見する
考える会主催、第3回学習会「岩城小中学校の未来トーク」開催 学ぶ
第10回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
考える会が、教育長と町長宛てに「岩城小中学校の存続求める」岩城事業者意見する
考える会が、教育長宛てに「審議会の開催を求める」意見書提出 意見する
考える会発行「上島町保育所・学校再編たより」第5号 知らせる
第9回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
学校の在り方検討委員会委員長がを教育委員会へ提言書提出
第8回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
第7回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ

2025/11/28 考える会が教育長へ「再度の協議を求める」要望書提出 意見する
岩城CS会長が教育長へ「再度の協議を求める」意見書提出 意見する
第6回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
第5回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
考える会発行「上島町保育所・学校再編たより」第4号 知らせる
考える会主催、第2回学習会「学校がなくなったらどうなる？」開催 学ぶ
第4回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
考える会コア会議 学ぶ
第3回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
岩城CS会長（兼考える会会長）が連名で、教育長へ「学習会での説明・情 　意見する
岩城/生名/弓削CS3会長が連名で、教育長へ「CS・住民への説明を求める」意見する
考える会発行「上島町保育所・学校再編たより」第3号 知らせる
　第6回上島町学校の在り方検討委員会
　考える会発行「上島町保育所・学校再編たより」臨時号 知らせる
　考える会主催、第1回「学校統廃合に関する学習会」開催 学ぶ
　岩城CS会長が公文書公開請求 学ぶ
岩城CS会長名で教育長へ「住民への説明を求める」要望書　提出 情報収集
CS3会長連名で教育長へ「住民への説明を求める」要望書　提出 意見する
第3回上島町保育所・学校再編たより 知らせる
第2回岩城小中学校の統廃合を考える会 学ぶ
第2回上島町保育所・学校再編たより 知らせる
岩城小中学校の統廃合を考える会　結成 学ぶ
まちづくり懇談会@岩城支所2F
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知ってほしい。

意見を交わしてほしい。

これからの町のために。



上島町の学校統廃合

今どうなってるの？
①学校の在り方検討委員会をふりかえる
②上島町内の学校を見わたしてみる

これからどうする？



学校の在り方検討委員会
をふりかえる

今どうなっている①



住民の意見
を尊重した
計画を策定住民の意見を聴く

学校の在り方検討委員会とは
住民の意見を尊重した決め方

住民の代表

学校の在り方検討委員会
委員長含め１８名

Ｘ６＋１

提言書

教育委員会

基本計画

学校設置
条例

議会

第
1
回
説
明
会

第
２
回
説
明
会
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学校の在り方検討委員会(第2期)提言書
令和7年12月22日に提出された提言書の概要

○ 弓削小学校・生名小学校・岩城小学校について
既存施設を活用し、令和10年度に1校への統合を目指す
こと、弓削小学校の施設を活用することが適当である。

○ 弓削中学校・岩城中学校について
既存施設を活用し、小学校との連動を踏まえ、令和11
年度に1校への統合を目指すこと、弓削中学校の施設を
活用することが適当である。

○ 魚島小・中学校について
今後も、離島留学制度（さざなみ留学）を活用して、
小中一貫校として学校存続を目指すことが適当である。



今治市通学区域
調整審議会

答申書
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いずれも
上島町では未実施

住民への説明・意見聴取が圧倒的に足りていない

事例

CS 議会 地域住民 保護者
教職員

再度意見
できる機会

少子化に伴う学校の現状説明と
今後のあり方について（令和６
年度）説明資料に基づき作成

進め方の問題１

https://www.city.imabari.ehime.jp/kyouikut/tekisei/shosika/siryo.pdf?1
https://www.city.imabari.ehime.jp/kyouikut/tekisei/shosika/siryo.pdf?1
https://www.city.imabari.ehime.jp/kyouikut/tekisei/shosika/siryo.pdf?1


今回の上島町のケースのように、アンケート
調査を実施せず、検討委員会に議論を一任し
てしまうことは、公正さを欠くおそれがある
といいます。

(松山大学人文学部社会学科・市川虎彦教授)
「委員会が、統廃合ありきの委員会というふうに、受
け止められても仕方なくなってしまうと思います」

行政に必要となるのは、「丁寧な説明」だけ
ではありません。誰の声をどのような方法で
聞き、それをどのように計画に反映したのか、
明確にすることです。

あいテレビ
３月７日報道

「本当は結論がきまっているのではないか
と保護者は思う」

委員の発言
＠第１回会議録

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2512994?display=1
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2512994?display=1
https://www.town.kamijima.lg.jp/uploaded/life/25562_98238_misc.pdf


参考
2022年第１期に教育委員会が実施したアンケート

問１ あなたの学校のあてはまる学年に、〇をつけてください。

問２あなたがこれから学校でがんばりたいことについて、項目ごとにあてはまる番号を
１つえらんでください（１１の項目ごとに３択で回答）。

問３あなたの学校のいいところ、自慢できるところを自由に書いてください。

問４あなたの学校や学級のもっとよくしたいところ、よくなってほしいところ
があれば書いてください。

問５これからの上島町の学校の在り方について、あなたの意見を聞かせてください
（４択。その他に記述）。

こどもたちの学校への思いを丁寧に引き出し、最後に統廃合への意見を尋ねています。

第２期で岩城住民が岩城小中に実施した
アンケートも同様の様式を活用しました。



委員は、文科省指針や事例を学ぶ機会なく議論へ
進め方の問題２

事例 一般に、審議会スケジュール確認、H27文科省手
引・他の事例紹介を学ぶことから始める
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196 157155 123 99

久万高原町学校施設の長寿命化計画

事例
上島町と同規模の久万高原町は児童数減でも統合なし

２）学校施設の規模・配置計画等の
方針
久万高原町には、幼稚園９園、小中
学校 11 校（小学校９校、中学校２
校）を設置しています。人口は少な
いものの面積及び交通条件からする
と、配置バランスは確保されていま
す。また、どの地域からも学校存続
の意見が強く、現在配置を維持して
いく方針を第一としています。

https://www.kumakogen.jp/uploaded/attachment/8806.pdf
https://www.kumakogen.jp/uploaded/attachment/8806.pdf
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教育委員会はたたき台も用意せず委員に丸投げ
進め方の問題３

教育委員会が具体的な案や方向性を出すべき

各学校や地域等から具体的な案を出してもらいたい

委員
＠第１回会議録

事務局

個々のアンケートは一部団体の口頭報告のみ
進め方の問題４

• 各団体が集会・個別のアンケートの結果を口頭で報告
• ２地区、１保育所、３中学は集約した意見報告なし

＠第２回会議録

 事務局でまとめたものを出すべきである。
 町内共通のアンケートを教育委員会からしてほしかった

（無回答）

委員

事務局

https://www.town.kamijima.lg.jp/uploaded/life/25562_98238_misc.pdf
https://www.town.kamijima.lg.jp/uploaded/life/25562_98238_misc.pdf


情報発信が貧弱すぎる
進め方の問題５

上島町HP上の情報
学校の在り方検討委員会
第１回～第６回会議録
（概要）

学校の在り方検討委員会
(第2期)提言書
• 児童生徒数の推移
• 町内学校施設状況
• 小中学校統合資料

事例
• 検討委員会の会議内容などを
知らせるたよりやニュースレ
ター

• 各回の検討委員会の会議資料
• 住民説明会の当日配布資料
• 住民説明会のプレゼン資料
• 学校運営協議会への説明資料
• 各種説明会で住民から出され
た意見

• アンケートの結果





小学校１校、中学校１校を目指すとした経緯が極めて恣意的。
進め方の問題６

第２回会議

各島に1校ずつ小学校があってもいいのではないか。

小、中1校はわからない。場所等を選ぶ中で1校か2校
か現状かを話し合うべきではないか。

小学校1校、中学校1校での統合を目指すことにしたい。
答申に記載してよろしいか。

①場所等を選ぶ中で1校か2校か現状か話し合う、という提案があった

委員

事務局

委員

第３回会議

②岩城小は、今日決められない、まだ悩んでいると訴えていた

小学校1校、中学校1校というのは、岩城小は、今日
決められない。

委員

岩城小はまだ、悩んでいる。委員

第３回会議



本日、一つの方向性が出た。中学校に関して、事務局と
しては、小学校との連結を考慮し、11年度で考えている
が、そこを目指すとしてよろしいか。

事務局
第３回会議

③①②を検討せず、委員長と事務局は小１・中１案を押し通した

④中学校を統合する必要性も、時期も、根拠なく説明も不明瞭。

中３の生徒数が36人なのでR10年統合で2クラスになる可
能性があるが、R11年に統合すれば1クラスですむので、
R11年統合で。

副委員
長と事
務局

発言概要

第３回会議



第６回会議録（概要）

学校運営協議会会長が委員でない。最後の会議で
傍聴席からの発言許可を求めるも、委員長は無視。

進め方の問題７

広報かみじま 2019.2より

コミュニティスクール : CS

学校運営に関する「基本的な方針の承認」を行い、「学校や教育委員会への意見
の申出」、「教職員の任用に関する意見の申出」を行う法律上の権限を有する

https://www.town.kamijima.lg.jp/uploaded/life/25562_98238_misc.pdf
https://www.town.kamijima.lg.jp/uploaded/life/26043_100716_misc.pdf


学校統廃合の当事者であるこどもの意見を
町は聴こうとしない

進め方の問題８

児童の権利に関する条約 こどもが意見を
もつための事前
説明も町の義務

こども家庭庁HP



事例
議場で小中学生代表に発言させる取組み

学校統合に係る児童生徒
意見発表会 開催案内

嵐山町HP

https://www.town.ranzan.saitama.jp/cmsfiles/contents/0000007/7216/zidouseitoikenhappyoukai.pdf
https://www.town.ranzan.saitama.jp/cmsfiles/contents/0000007/7216/zidouseitoikenhappyoukai.pdf
https://www.town.ranzan.saitama.jp/cmsfiles/contents/0000007/7216/zidouseitoikenhappyoukai.pdf


生名中
統合

上島町学校
教育問題審

議会

条例に基づく上島町学校教育問題審議会が
開催されていない

進め方の問題９

条例
規則
要綱

法的拘束力あり

法的拘束力なし

上島町学校問題審議会条例

上島町学校の在り方検討委員会要綱



第１期
検討委

参考
第１期検討委の結論は、学校の廃校と存続であって、
統合ではなかった。

第２期検討委は、５校もの統廃合が関わる事案であ
り、条例に基づき適切に協議されるべきではないか。



住民の意見がことごとく無視されている
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2025（令和7）年 2026

第2期上島町学校の在り方検討委員会計7回
提
言
書

今

説
明
会

①
3/16

②
6/22

③
7/27

④
8/24

⑤
9/28

説
明
会

⑥
10/29

⑦
書面

10/10
教育長の
回答書x2

10/7要
望書x2 11/28,

12/2要
望書x 6

3/12生名
保護者要
望書
保育所と連
動し生名小
廃止等要望

住民説明
を要望

住民説明,
再検討を
要望

1/30請願1/22
要望書
条例の下
審議会開
催を要望

岩城63事業者
署名,岩城小中
存続を町長へ
要望

2/19請願
審議会開
催を要望

2/27請願
魚島未検
討を認め
る要望
教育委員会
にも提出

進め方の問題１０



3/3教育委員会定例会、総合教育
会議で全く触れず。

2/27付
教育委員会宛

魚島小中は未検討

第６回会議録（要旨）

魚島小中についてあま
り議論できていない。

委員

委員 魚島小中について議論
されていない

離島留学協議会で存続
の方向性が出ている

事務局

教育委員会

議会
賛成3,反対8で不採択。



上島町内の学校を
見わたしてみる
魚島小中学校のさざなみ留学

今どうなっている②



岩城小より古い魚島小の存否は問われていない。
耐用年数到来後の校舎の扱いの説明がない。

町の施策との矛盾１

町内学校施設状況より抜粋

第６回会議録（要旨）

https://www.town.kamijima.lg.jp/uploaded/life/26795_104968_misc.pdf
https://www.town.kamijima.lg.jp/uploaded/life/26628_104342_misc.pdf


魚島は地域コミュニティーの維持のため、全校
生徒７名の学校を存続させている町の方針に、

このたびの統廃合の論理はそぐわない。

町の施策との矛盾２

公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引より抜粋

学校は地域のコミュニティの核として、防災・保育・地域の交
流の場等の機能を併せ持ちます。地域の実情により、学校統廃
合が困難な場合や小規模校として存続させることが必要な場合
もあり、こうした判断も尊重される必要があります。

２．適正規模・適正配置の基本的な考え方

魚島で生徒数７名のさざなみ留学を推進しなが
ら、複式学級を否定することは筋が通らない。

町の施策との矛盾３



魚島小中の少人数教育は上島町の未来。
情報を求めると「未検討で不存在」と回答

町の施策との矛盾４



知る

考える

話し合う

町は、町民が考えるため
に必要情報を提供し、十
分説明すべき。

情報をもとに考えた保護
者・こども・地域住民の
意見をアンケートで共有。

十分な話し合いを経た多
数決（民主主義）と、
個人の著しい不利益や不
平等の対応（個人の尊
重）

一人ひとりを大切にしながら一つに決める



このまま進めてよいか

再協議を求めていくか

これからどうする？



このまま進める

事務局からは「準備委員会は
事務方で構成する」との発言
も。

みなさんの意見や要望が聞き
流されないか、経過を注視。

再協議を求める

進め方に問題があり、町の方
針に矛盾がある。再協議を求
めていく道も。

保護者から再協議を求めたら、
さすがに教育委員会も無視で
きないはず。

3/18/2026 34

これからどうする？



3/18/2026 35

いずれにしても大切なことは
「知る・考える・話し合う」こと

具体的なテーマを通じて、望ましい教育環境を
みんなで考えてみませんか？



ご清聴ありがとうございました

https://localdem.com
ローカルデモクラシー研究所 壬生優子

3/17/2026 36

https://localdem.com/
https://localdem.com/
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